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経営戦略学会 

第 23 回研究発表大会プログラム 
 

URL： https://www.senryaku.org/ 

 

経営戦略学会第 23回研究発表大会を駒澤大学において下記の要領で行います。 

今大会では、戦略論を中心にスコープ広く 5本の自由論題報告を予定しています。また、

「経営戦略と経営史の接点」というタイトルでのシンポジウムも開催します。 

さて、私たち二次元の世界で暮らしているのであれば、三角形も四角形も円もすべての図

形は、線にしか見えないはずです。図形が本当の形を見せてくれるためには、3つめの次元

である「高さ」が必要です。同じように、4つ目の次元である「時間」を加えることによっ

て、経営戦略はわれわれの目の前に、本当の姿を見せてくれるはずです。 

シンポジウムには経営史研究の第一線の研究者 3 名にご登壇いただきます。それぞれの

立場から経営戦略と経営史についてご報告いただき、歴史的な視座が戦略研究に何をもた

らせるのかについて、フロアの皆様とも議論を深めたいと存じます。 

今大会も多数の会員の皆様にご参加いただき、充実した大会にしたいと考えています。シ

ンポジウムが「経営史」に関連することから、自由論題報告も含め広く会員以外の方の参加

もお待ちしています。広くお誘い合わせの上ご参加ください。 

 

 

記 

日時：2025年 4月 19日（土） 

会場：駒澤大学駒沢キャンパス 種月館（3号館）2階 3-211教場 

大会参加費：会員 2000円、非会員 4000円（必要な方には大会参加証を発行します） 

懇親会費：0円 

懇親会場：キッチン駒膳（種月館 1階） 

 

以上 

 

問い合わせ・連絡先 

経営戦略学会 事務局 

〒169-8050 新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学商学部 藤田誠研究室内 

E-mail：conference@senryaku.org 

mailto:conference@senryaku.org


 

2 

 

 

プログラム 

 

2025年 4月 19日（土） 

受付開始：9:30～ 

 

開会式（09時 55分）：大会実行委員長 日野健太（駒澤大学） 

 

〈午前の部〉 

※大学院生：報告 30分・質疑 15分 

 常勤研究者：報告 30分・質疑 20分 

 

第 1報告（10:00～10:45） 

焦 雅（早稲田大学大学院） 

「女性 TMTメンバーの存在と働き方改革の実証分析」 

司会・コメンテーター：青木 英孝（中央大学） 

 

第 2報告（10:50～11:35） 

本田 龍司（横浜市立大学大学院） 

「特例子会社の中の障害研究を行うための先行研究レビュー」 

司会・コメンテーター：日詰 慎一郎（群馬県立女子大学） 

 

 

昼食・理事会（11:35～12:35） 当日は食堂が営業しています 

 

 

〈午後の部〉 

第 3報告（12;35～13:25） 

高橋 和宏（一橋大学） 

「二面市場プラットフォームの成長プロセス」 

司会・コメンテーター：三浦 紗綾子（昭和女子大学） 

※オンライン報告の可能性有 

 

 

 

第 4報告（13:30～14:20） 
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橋本 倫明（横浜市立大学） 

「ダイナミック・ケイパビリティ論における企業の行動原理と持続的競争優位」 

司会・コメンテーター：黄 雅文（北星学園大学） 

 

第 5報告（14:25～15:15） 

青木 英孝（中央大学） 

「企業不祥事が株価パフォーマンスに与える影響：イベント・スタディによる分析」 

司会・コメンテーター：西 剛広（明治大学） 

 

 

シンポジウム：戦略と経営史の接点（15;30～17:30） 

1. 講演(15:30～16:30) 

研究報告１ 

「経営学の時間軸と経営史」 

山藤 竜太郎（駒沢大学） 

 

研究報告 2 

「企業戦略の歴史性」 

宮田 憲一（明治大学） 

 

研究報告 3 

「戦略当事者の認識が正しくないとき」 

宇田 理（青山学院大学） 

 

2. 休憩(16:30～16:40) 

 

3. 全体ディスカッション(16:40～17:30) 

登壇者：山藤 竜太郎（駒沢大学）、宮田 憲一（明治大学）、宇田 理（青山学院大学） 

進行：日野健太（駒澤大学） 

 

会員総会（17:35～17:55） 

 

懇親会（18:00～） 

於）キッチン駒膳 

駒澤大学駒沢キャンパスへのアクセス 
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出所：駒澤大学 HP 

最寄り駅からのアクセス 

 
出所：駒澤大学 HP 


